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平成25年3月期の業績予想 

トピックス 
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業績の概要 



平成24年3月期通期業績の概況  
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売上高は、前期比35.7%減 
ゲーム分野の売上高が昨年度比69.2%減、その他10.5%増 
ロイヤルティ収益減により、営業利益は前期比90.4%減 
繰延税金資産取り崩しの影響で最終損失18百万円 

分野別概況 

ゲーム等の影響で大幅減収 
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ネットワーク分野 •ゲーム分野：新機種(3DS)への移行により低調に推移 
•その他ネットワーク分野：デジタル家電ロイヤルティが減速
も、無線関連、受託案件などが業績に寄与して売上伸長 

データベース分野 •既存顧客からのロイヤルティ及び産業機器への 
  新採用などが堅調で売上高前期比20.4%増 

高速起動分野 •事業進捗に遅れがみられるものの、車載関連での 
 案件拡大、製品への採用計画が進む 



業績：前期比   

前期 
（百万円） 

当期 
（百万円） 前期比 

売 上 高 1,422 915 △  35.7% 

営 業 利 益 653 63 △  90.4% 

経 常 利 益 653 64 △  90.1% 

純 利 益 382 △18 － 
一 株 純 利 益 
    (円) 4,505.16 △217.68 
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形態別売上高の内訳（前期比） 
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当期 構成比（％） 前期 構成比（％） 増減額 

使用許諾 569 62.2 1,158 81.4 △588 
サポート 58 6.3 56 4.0 1 
受託開発 287 31.4 207 14.6 80 

合計 915 100.0 1,422 100.0 △507 
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ゲーム分野とその他 売上高対比 
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単位(百万円) 当期 構成比 増減 前期 構成比 

ゲーム分野 256 28.1% △69.2 % 833 58.6% 

その他 658 71.9% 10.5 % 589 41.4% 
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製品分野別売上高 
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単位(百万円) H23年３月期 構成比 期首予想 H24年３月期 構成比 

ゲーム 833 58.6 % 450 256 28.1 % 

ネットワーク 
(ゲーム以外) 

393 27.7 % 320 407 44.6 % 

データベース 140 9.9% 200 169 18.5% 

高速起動 55 3.9% 150 81 8.9% 

前期実績、予想
を上回る 

前年比
+20% 

予想を大幅
に下回る 

進捗遅れ 



分野別売上高構成比  
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 ゲーム分野の割合が 
大きく減少 
– 前年同期58.6%→今期28.1% 

 

 ネットワーク分野の 
構成比が増大 
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貸借対照表（資産の部） 
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平成24年３月31日 
（当期末） 

平成23年３月31日 
（前期末） 

増減額 

流動資産 1,600 2,249 △649 
 現金及び預金 972 1,792 △819 
 売掛金 198 401 △203 
 その他 430 56 374 
固定資産 718 340 377 
資産合計 2,319 2,590 △271 

（百万円未満切捨） 
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貸借対照表（負債・純資産の部） 

平成24年３月31日 
（当期末） 

平成23年３月31日 
（前期末） 

増減額 

負債合計 176 358 △181 

 流動負債 152 350 △197 

 固定負債 24 8 16 

純資産合計 2,142 2,232 △89 

 資本金 566 553 13 

 資本準備金 536 523 13 

 利益剰余金 1,164 1,183 △18 

負債純資産合計 2,319 2,590 △271 
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（百万円未満切捨） 
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製品分野別動向
と取り組み 



ゲーム 

ロイヤルティ収益が予想より低調に推移 

– 大型タイトルが新機種向け中心にシフト 

 

今後について 

– プラットフォームの終息期を迎えるため 
減少を見込むものの、減収幅はFY11より小さい 
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 売上高は期首予想を上回って着地 

 デジタル家電向け収益が減速 
– 地デジ移行後の反動、及びタイ洪水の影響あり 

– テレビの販売台数減速、レコーダも低調 

– 継続次世代機開発、受託開発案件が売上に寄与 

 無線ネットワーク関連の案件堅調 
– WPS2.0に新機能(レジストラー）追加、村田製作所殿の無線LANモ

ジュールとともに拡販開始 

– デジカメのネットワーク対応案件増加 

 今後に向けて 
– 無線ネットワーク関連の 

トップ ソリューションベンダー  

– HAN(ホーム・エリア・ネットワーク)分野への取り組み 

– DTCP+など新しいホームネットワーク技術対応 

Wi-Fiでスマフォ、周辺機器、 
クラウド連携 

ネットワーク 
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データベース 

 既存顧客からのロイヤルティ収益が堅調 

– デジカメ, カーオーディオ、IPセットトップボックス向けなど 

 OA機器、産業機器などで新規案件獲得 

 昨年比+20%売上増、目標には届かず 

 

 今後に向けて 

– キャッシュDBとして 

– クラウド連携へ 
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蓄電池残量 

環境センサー 
・外気温/湿度/照度 

キャッシュ DB (In-Memory) 

カメラ情報 

分電盤 
HEMS 

クラウド 

温度制御、消費電力 

発電量 

完了通知、消費電力 

機器情報、消費電力 扉開閉回数、扉開放時間、消費電力 

スマートハウス 
(HEMS)への適用事例 



 車載機器関連での採用の動き加速 
– 複数の案件にてプロジェクト進行中 

– FY12後半以降の量産ロイヤルティ獲得へ 

 採用拡大のための追加開発が進展 
– マルチコアCPU対応 

• 平成24年2月より販売 

 事業進捗に遅れ 
– 売上は期首見込みを下回る 

 

 今後に向けて 
– 車載分野での技術対応強化及び、拡販 

– 採用拡大に向けたパートナーシップの強化 

高速起動 
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H25年３月期の 
業績予想 



H25年3月期業績予想   

H24.3期 
（百万円） 

H25.3期 
（百万円） 前期比 

売 上 高 915 1,000 9.3% 

営 業 利 益 63 100 58.7% 

経 常 利 益 64 100 54.6% 

純 利 益 △18 60 － 
一 株 純 利 益 
    (円) △217.68 704.07 
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製品分野別売上高予想 
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単位(百万円) H24年３月期 H25年３月期 前期比 

ゲーム 256 150 △41.6 % 
ネットワーク 
(ゲーム以外) 

407 470 +15.3 % 

データベース 169 180 +6.2% 
高速起動 81 150 +84.9% 
サービス 
プラットフォーム 

- 50 - 



課題とアクション（１） 
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必要なアクション 

成長市場への集中 
（車載・スマート化分野） 

高付加価値製品 

開発体制の強化 

事業転換へ 

サービス分野立ち上げ 

組込みソフトウェア事業環境の変化 
国内エレクトロニクス 

市場の減速 
価格競争激化 

Androidなど 
オープンソース 

ソフトウェアの台頭 

ロイヤルティへの抵抗感 

受託開発の割合増加 



課題とアクション（２） 
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必要なアクション 

サービス事業向けの体制転換 

人員確保 

業界の有力企業との連携 

B2Bソリューションの提供 

新規事業の早期立ち上げ 

クラウドとデバイスを連携させた 

ソリューション 

情報通信技術を活用した 

スマート社会へ市場拡大 



トピックス 



IoT: 目指す市場の規模 
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INFOGRAPHICS : http://blogs.cisco.com/news/the-internet-of-things-infographic/ 

2020年には、500億個のデバイス 
 
 2014年には100億個のデバイスが繋がる 
 と仮定した場合、その”たった”0.1%を握る 
 = 1000万デバイスをターゲット 
仮に100円/year とれれば10億円 

 着実にIoTの素地が固まりつつ
ある 
– スマートフォンに触発された周辺

デバイスのネットワーク対応 

→ 真の“ユビキタス”に向けて”今度
こそ”環境が整いつつある 

 

この好機を逃さない!! 



毎日の電力使用状況からライフスタイルを「見える化」 



クラウド＋無線LAN対応電源タップ 
–サンワサプライ殿より発売予定 

 
 
 
 
 
 
 

– OEMサービス提供も 
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Navi-Eneサービス構成 



新技術 : DTCP+想定されるユースケース 

自宅内で様々なプレミアムコンテン
ツをホームネットワーク内で自由に
録画、視聴 

外出先、移動中などに自宅のプレミ
アムコンテンツを様々なデバイスで
視聴体験 

自宅で録画されたTV番組を 
   外出先で視聴 
自宅で予約したビデオを 
   帰省先でストリーム視聴 
自宅で録画された映画を 
   自動車のAVシステムに 
   Move(移動)して視聴 

 

著作権保護された 
デジタル放送やビデオ、映画などの 

プレミアムコンテンツ 

注）DTCP+ : 新しいリンクプロテクションの規格 
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展示会開催報告 
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2012年5月9日～11日 @ 東京ビッグサイト 
 
ESEC2012 組込みシステム 開発技術展 
ワイヤレスM2M展 




